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調査の背景 

● 調査の目的
○ コロナ禍で品薄になった一部の商品に関する定量調査を実施し、調査結果を本

有識者会議における基本原則策定等の際の参考データとして活用することを目
的に調査を実施

● テーマ
○ 二次流通市場と一次流通市場の関係分析

（一次流通の価格取引量と二次流通での価格取引量の実態を可視化） 

※注：本資料における「転売」とは、メルカリで販売することを目的にマスクを購入し、
　それを出品する行為を指します。



分析に使うデータ：一次流通市場 

● マスクに関する、2020年1月～4月の日次データ。
インテージの全国小売店パネル調査データ（SRIデータ）を使用。

● 集計店当たりの平均販売金額、平均販売数を取得。
そこから1単位当たり（マスクなら1枚）の平均価格を算出。

● 週次での全国販売枚数推計値も取得。
週次での倍率から、日次での全国販売枚数推計値を算出。

取得したデータ
・マスク1枚当たりの価格（日次）
・マスクの全国販売枚数（日次）



分析に使うデータ：二次流通市場（メルカリ） 

● マスクに関する、取引数・出品数・取引価格・出品価格を日次で取得。
● 1取引におけるマスクの1枚当たり価格・枚数については、1月1日から1週間ごとに

100件ずつ取引内容（タイトル・価格・メッセージ等）を取得し、
目視で「取引枚数」「取引価格」
「マスク外の物率（アイマスク・エアーマスク等を除外）」を収集。

● 1取引当たりの「平均価格」と「平均枚数」を算出。
日次に置き換える際は、線形で変化すると仮定した
（例えば、1月1日の平均価格が1000円で、1月8日が1070円だった場合、
1月2日は1010円として計算した。平均枚数も同様）。

取得したデータ
・マスク1枚当たりの取引価格（日次）
・マスクの取引枚数（日次）



取引量の推移 

● 一次流通販売量とメルカリ取引量は、ほぼ同じ時期にピーク。
● マスク取引が禁止された3月13日以降にも一次流通量は回復していない。

取引量・販売量の推移



取引量・取引（出品）シェアの推移 

● メルカリ取引量の割合は小さい。ただし、2月中は平均して3.8%の取引シェア。

全取引量推移とメルカリでの取引シェア推移
取引シェア＝メルカリでの取引量 /（メルカリでの取引量＋一次流通取引量）



価格の推移 

● メルカリの取引価格はCOVID-19が報じられて以降、
1月下旬～2月上旬を除いて取引禁止まで上昇傾向。

● 一次流通は2月以降やや上昇してそのままキープ。
メルカリでの取引禁止後は、（需給バランスの改善によって）価格が下落するどころか、上昇して
いった。

価格の推移



取引量と価格の関係 

● メルカリ取引量増加に伴って一次流通販売価格が増加する動きは見られない。
● メルカリでの取引価格は高騰していくが、一次流通取引量のピークには

むしろ価格が安くなる現象が見られた。

取引量と価格の推移

1. メルカリでの取引量も増え、
メルカリ内でも競争が激しくなった。

2. 急に購入量が増え、 「サイズが合わない」等の
出品も増加した。

3. 「アンチ高額転売」という流れ。

なぜメルカリ価格は下がったか？

転売で儲けたいならば、取引量の多い
時ほど価格を吊り上げるべきである

「【不足している地域の方に】我が家はまだ余裕があるので購入
金額＋手数料＋送料のみでお譲り致します　
高額転売屋からは買わないようにしてください・・・！」等



取引シェアと価格の関係 

● メルカリ取引シェアの増加とメルカリ取引価格の上昇時期は一致。
「4％ほどの人が、二次流通がなかった場合に比べて高い値段で買った」可能性はある。



Key Findings 

● メルカリでの取引量は、ピーク時でも全体の中の数％に過ぎない。
そのため、「転売があるから市場で品薄になった」というのは相当に考えにくい。

● メルカリの市場シェアが一次流通市場の価格と取引量に与える影響は、
かなり軽微だったと推察される。

● メルカリの市場シェアが高まると、メルカリ価格が上昇する傾向がやや見られた。
● 一方、メルカリでの取引量が増えると、むしろメルカリ価格が下落するような動きもあった。

アンチ高額転売等の動きが見られた。

【結論】
● 少なくともマスクについて、二次市場での転売が一次市場に大きな影響を与えているとは

考えにくい。

● ただし、二次市場のシェアが二次市場内での価格の高騰につながっている可能性はあるため、数％
の人が（二次市場がなかった場合に比べ、）市場価格よりも割高で購入しているということは考えら
れる。


